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日1

四

、

正

な

る

霊

碑

ニ

す

o

忌
は
位
棒
読
七
割
給
付
に
な
一

こ
り
ま
し
地
の
必
、
用
畑
鋭
、

L
地
域
の
一

の

内

容

、

一

一

室

が

龍

さ

れ

て

医

震

が

昇

っ

た

一

(
イ
)
産
業
基
棋
の
砲
立
一
一
だ
め
で
あ
り
ま
す
。
一

ま
づ
大
関
期
間
の
日
酬
明
世
事
禁
と
し
て
新
鮮
一
こ
の
た
め
に
少
子
る
問
酪
不
思
を
団
閥
横
フ
一

度
国
の
事
紫
斑
一
億
円
一
千
万
円
、
乙
mw
だ
め
附
叫
が
ら
一
二
百
万
円
の
綴
出
金
を
予
一

地
元
負
招
金
は
二
千
四
百
万
円
を
予
崎
一
定
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
大
洗
町
の
年
一

「
し
て
お
h
u
ま
す
。
本
年
度
は
第
四
年
幽
間
伐
慌
時
鋭
は
県
下
で
十
五
位
、
保
険
鋭
一

一
に
す
、
南
防
襲
室
長
と
需
品
の
皇
割
合
も
問
機
十
五
位
で
あ
り
ま
一

一
行
か
れ
ま
す
ο

工
事
も
六
体
予
定
通
必
ず
o

な
お
保
宵
所
の
新
年
度
予
詠
は
一
一

一
に
進
ん
で
お
り
ま
し
て
一
日
も
早
く
総
千
四
百
四
十
万
円
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一

一
の
入
れ
る
よ
う
念
願
レ
て
お
D
ま
す
よ
そ
の
う
ち
保
湾
問
的
が
二
百
七
十
万
円
、

一
訳
語
建
築
費
と
し
て
百
百
五
五
国
の
重
苦
幸
六
万
円
、
町
は
年

一
円
、
乙
れ
は
農
業
の
経
営
政
議
‘
ガ
地
吋
間
同
六
百
六
十
万
円
を
負
担
し
て
お
り
ま

一
改
良
の
促
進
、
問
問
協
の
強
化
等
の
対
策
一
ず
。
た
だ
傾
向
と
し
て
は
器
量
が

一
鶴
岡
で
む
さ
い
ま
す
。
一
年
々
鳩
山
じ
て
お
U
、
な
か
な
か
収
関
口

一
商
工
と
観
光
に
は
四
百
五
十
万
円
、
商
一
し
切
れ
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

一
工
の
隈
興
、
観
光
の
強
佑
等
に
苅
て
る
一
今
年
度
額
十
七
万
円
の
趨
加

P

芳
民
を
以

一
わ
け
で
す
が
、
こ
と
し
は
駐
車
場
の
新
一
っ
て
第
一
保
育
所
の
掲
訟
が
決
定
し
、

一
翼
と
し
て
こ
の
ほ
か
に
量
が
五
百
一
新
年
豆
島
宇
る
考
え
で
あ
芸

一
万
円
計
上
え
い
れ
て
お
り
ま
す
。
一
す
Q

一

(

口

)

交

散

の

振

興

一

一
葉
に
な
っ
て
お
り
ま
す
静
小
学
校
一

E
河

童

な

る

財

源

一
の
新
築
費
と
し
て
一
三
百
万
円
、
学
一
事
が
四
千
四
百
万
円
で
二
一
%
、
安
吾
・
大
筑
間
の
高
速
度
道
路
、
水
戸
・
一
し
た
い
と
脊
υ
ま
す
。

一
校
給
食
の
強
化
高
る
た
め
二
百
五
十
一
付
税
型
ハ
主
ハ
百
万
円
で
一
一
一
一
%
、

ζ

一
六
氏
・
鹿
島
義
ぷ
踏
襲
遣
の
雲
一

i
l
i
l
i
-
-
i

十
四
を
較
べ
る
と
少
々
鈍
化
し
た
も
一
万
円
、
な
お
昨
年
か
ら
蓄
し
ま
し
た
一
の
喜
一
際
一
千
万
円
が
一
般
震
で
一
覧
る
な
ら
ば
、
重
量
闘
す
る
こ
一
海
外
引
揚
者
の

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
吾
妻
金
控
室
=
密
室
び
貫
一
あ
議
案
の
主
%
に
苦
手
。
一
と
か
予
怨
さ
れ
て
お
り
ま
す
o

私
速
は
一

才
入
の
撃
で
あ
る
一
高
際
の
う
ち
一
{
一
千
円
を
支
給
レ
ま
し
た
が
、
こ
と
レ
一
次
に
車
収
入
が
一
三
一
号
円
、
と
一
率
先
富
吉
ま
し
た
錆
霊
長
一
皆
さ
ん

富
に
お
い
て
は
前
年
度
と
較
べ
て
こ
一
英
語
富
十
四
万
円
喜
一
則
上
い
た
一
れ
は
飼
町
地
区
の
町
有
罪
襲
襲
五
露
揺
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
金
一
在
外
財
産
請
落

と
し
は
繁
の
影
響
を
浸
け
て
ほ
と
ん
一
し
ま
し
た
o

ま
た
女
佑
期
保
警
護
一
よ
伊
旧
大
賞
中
学
校
の
高
密
是
一
せ
ん
が
、
関
陣
L
女
教
の
按
興
、
章
一
-
イ
;
ー
自
主
E

戸
締
び
が
な
く
、
た
だ
誇
官
お
い
一
と
し
て
四
十
万
円
寄
上
し
、
こ
れ
に
一
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
寄
金
千
百
七
一
襲
、
社
会
理
等
も
や
っ
て
ゆ
か
な
一
登
録
を
し
よ

5

て
前
年
度
に
出
し
十
一
一
一
・
八
%
の
伸
び
一
よ
っ
て
奈
の
名
所
旧
間
管
室
保
一
十
万
円
は
、
露
悪
質
と
し
て
漁
協
一
け
れ
ば
な
D
喜

ん
o

J

一

締

切

り

は

四

月

一

杯

に
止
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
一
護
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
o

一
か
ら
の
協
力
と
喜
敷
地
購
入
に
伴
う
一
道
路
、
よ
五
時
し
尿
盤
、
住
宅
一

現
在
震
の
計
堅
実
現
を
図
る
と
い
一
(
ハ
)
環
境
整
備
一
営
援
対
策
費
と
し
て
原
緊
急
協
力
「

E
4小
説
暗
殺
の
語
、
将
来
語
一
国
男
一
一
一
室
調
会
長
の
戸
レ
に
よ
れ

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
一
一
一
慰
一
総
計
二
千
六
十
一
万
円
や
計
上
い
だ
し
一
演
を
身
4

叫
ん
だ
も
の
で
あ
の
ま
ず
。
一
桜
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

の
予
一
裁
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
一
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
一
宝
ハ
百
万
一
町
僚
は
壬
ハ
ぽ
万
円
で
あ
り
ま
し
て
酒
一
乙
と
に
課
題
は
叡
ぐ
あ
D
ま
す
が
、
間

で
な
さ
い
ま
す
が
、
慰
版
の
健
全
院
が
ャ
一
円
を
も
っ
て
照
道
、
町
道
、
下
水
な
ど
一
園
内
態
設
が
千
二
百
万
円
、
規
則
小
題
殻
一
園
田
は
問
源
で
あ
の
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

考
え
、
本
年
度
は
と
の
規
模
に
止
ま
一
の
寝
泊
闘
を
図
D
、
二
百
十
万
円
か
清
掃
一
が
四
百
万
円
で
あ
D
ま
す
o

な
お
現
在
↑
盟
問
を
や
る
と
す
る
と
約
六
憾
の
事
業
廃

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
一
事
祭
に
充
て
る
苓
定
で
あ
h
u
ま
す
。
一
の
町
債
総
額
は
新
年
度
秒
長
め
て
八
千
一
が
一
必
婆
で
あ
り
戸
、
そ
の
う
ち
起
演
を
半

す
。
一
ま
た
本
年
か
ら
一
一
一
ヶ
年
計
回
投
以
っ
て
一
八
百
万
円
で
G
ざ
い
ま
し
て
、
年
七
百
一
分
三
一
慰
と
み
て
、
禰
助
が
)
一
億
、
関
D

一
一
一
、
総
予
算
の
構
成
し
尿
処
煙
場
を
つ
く
る
考
え
で
き
い
一
万
円
程
度
の
童
三
ざ
い
ま
す

o

て
一
憶
は
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

一
ま
す
が
、
本
年
度
は
調
査
健
が
許
上
い
一
こ
の
限
度
傾
は
一
般
開
源
の
=
一
D
%
、
一
で
あ
わ

J

ま
す
o

穏
湾
、
原
m
聞
が
で
き
上

次
に
総
予
算
の
内
容
で
と
さ
い
ま
す
が
一
た
し
ま
し
た
。
三
年
間
の
事
業
時
間
は
五
一
つ
ま
り
年
三
千
一
一
一
百
万
円
の
償
還
開
閉
ま
一
れ
は
そ
れ
か
ら
の
収
入
も
見
返
ま
れ
、

・
人
停
襲
は
六
千
八
百
万
円
立
ニ
プ
七
一
千
七
百
万
円
の
予
定
で
あ
D
ま
ず
。
一
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
町
の
開
放
も
隠
立
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

%
、
吻
件
費
ζ
れ
は
盟
間
関
、
役
露
一
な
お
水
道
事
業
は
三
十
八
年
度
か
ら
総
子
。
一
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
お
そ
ら
く
い
は
ら

旅
夜
、
賃
金
等
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
一
一
一
続
で
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
本
年
度
は
一
、
一
の
道
で
あ
h
u
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
私
逮

壬
ハ
里
大
万
円
で
一
七
%
で
と
さ
一
で
き
る
だ
け
す
す
め
た
い
と
怒
っ
て
お
一
六
、
将
来
の
麗
喜
一
は
奈
釘
百
年
の
大
討
を
図
U
、

ら

い
ま
す
。
事
業
費
及
び
商
事
業
間
負
担
金
一
一
的

J

ま
す
が
、
何
し
ろ
自
民
の
枠
が
あ
h
u
一
弘
遥
は
昭
和
一
二
十
四
年
度
か
ら
新
町
田
四
一
激
動
期
を
い
か
に
乗
り
切
っ
て
ゆ
く
か

等
の
投
資
的
経
費
は
八
千
三
百
三
十
一
一
一
一
ま
ず
の
妥
協
通
h
u
に
ゆ
か
な
い
の
が
一
般
討
軍
事
七
、
そ
の
実
現
に
章
一
と
い
う
こ
と
に
、
会
精
力
を
傾
げ
で
き

万
円
で
三
バ
・
八
%
に
な
り
ま
す
。
そ
一
環
状
で
あ
h
u
ま
す
。
本
年
度
は
五
千
万
一
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
一
る
だ
け
衆
留
を
あ
つ
め
、
一
人
}
人
が

の
他
で
一
一
千
六
百
九
十
万
円
こ
れ
は
一
一
円
位
の
事
業
農
に
な
る
の
で
は
な
い
か
一
度
伊
良
っ
て
初
期
五
ヶ
年
計
闘
が
」
終
り
一
お
互
い
を
建
俳
し
各
々
の
糠
分
を
十
分

一
一
・
五
%
に
当
り
ま
す
Q

一
と
患
い
ま
す
が
、
国
の
担
償
額
が
ま
だ
一
い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら
四
十
二
年
ま
で
一
生
か
し
て
ゆ
く
偲
L
閉
路
が
見
出
さ
れ

私
達
は
な
る
べ
く
消
践
的
経
路
を
一
少
く
一
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
一
後
期
五
ヶ
年
計
闘
に
入
り
ま
し
た
o

一
る
と
思
い
ま
す
。

し
て
事
業
費
等
の
段
質
的
経
焚
宇
多
〈
一
(
一
一
)
社
会
福
祉
一
そ
の
間
大
決
問
建
設
の
実
現
を
み
る
に
一
新
予
鈴
説
明
を
終
る
に
当
。
、
戦
行
部

ず
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
国
保
場
第
は
判
明
年
度
四
千
三
百
四
十
一
一
一
一
会
D
、
な
お
本
年
度
か
ら
は
穴
税
関
研
一
と
調
会
が
一
体
と
な
h
u
、
一
一
万
四
千
の

割
合
は
作
年
度
と
ほ
と
ん
ど
同
僚
で
あ
一
万
円
の
予
算
で
む
さ
い
ま
し
て
、
昨
年
一
の
着
工
が
顎
定
さ
れ
て
お
D
ま
す
。
一
応
民
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
強
く
し

り
ま
す
。
一
度
に
出
し
干
六
%
の
伸
び
で
む
ざ
い
ま
一
線
治
も
年
々
諮
展
し
て
参
hu
、
考
人
東
一
て
旦
つ
正
し
く
前
進
す
る
こ
と
が
約
束

行

所
大

涜

行

人
加

藤

刷

所新
い
ば
ら
き
タ
イ
ム
ス
世

T
E
L
水
声
②
五
一
一
一
八
(
伺
)

町

設

加
藤
町
長
、
予
算
編
成
方
針
を
説
明

間
和
三
十
九
年
度
予
お
の
ほ
か
二
十
九
議
案
を
密
議
す
る
第
二
回
定
例
町
議
会
は
、
表
る
一
一
一
月
土
ニ
日
全
員
出
席

融
制
酬
の
っ
ち
に
開
会
さ
れ
、
三
月
二
十
一
日
ま
で
九
日
聞
に
亘
る
器
開
の
結
果
、
会
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
本

会
議
第
一
百
加
藤
町
長
は
新
年
度
予
詩
編
成
に
隠
し
て
の
漁
民
方
針
に
つ
い
て
別
項
の
通
り
鋭
闘
争
点
汀
っ
た
。
そ

の
致
旨
は
、
新
し
い
町
づ
く
り
の
目
標
は
「
産
業
と
銃
犯
に
よ
る
女
化
都
市
の
慰
問
百
」
で
あ
る
と
前
お
き
し
、
第
四

年
闘
を
迎
え
る
大
洗
四
回
の
時
間
訟
、
用
地
購
入
も
ほ
ぼ
完
了
し
て
‘
今
秋
よ
り
着
工
さ
れ
る
穴
世
田
原
研
の
実
現
、
農

業
、
漁
業
な
ど
の
第
一
次
襲
、
商
工
業
お
よ
び
轡
ま
れ
た
観
光
資
嬰
轟
と
し
て
の
第
二
、
第
一
一
一
室
索
、
こ

れ
ら
同
開
業
全
般
の
摂
興
を
国
h
u
、
住
民
間
伸
の
向
上
ぞ
期
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
平
行
し
て
上
下
水
滋
、
道
路

な
ど
の
稿
備
を
す
す
め
、
す
人
数
施
設
の
強
佑
と
稲
ま
っ
て
女
仲
間
的
な
都
市
を
つ
く
り
上
げ
、
二
万
四
千
町
民
の
信

頼
に
応
え
る
べ
く
当
局
と
臨
師
会
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
強
く
正
し
く
限
り
な
き
前
進
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
結
び
、

つ
づ
い
て
各
議
員
よ
り
町
政
金
剛
院
に
亘
つ
て
の
一
隅
賢
聞
が
行
わ
れ
、
百
四
剣
な
討
識
の
の
ち
、
特
別
予
算
に
つ
い
て

は
常
陀
餐
員
会
に
付
話
さ
れ
、
そ
の
後
部
門
別
に
叫
枠
制
に
つ
い
て
の
内
轡
居
間
識
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
コ
一
月
二
十
一

日
再
開
の
本
会
識
で
原
案
通
h
u
可
決
と
な
っ
た
o

注
闘
の
新
予
算
は
、
-
一
貯
金
計
で
ご
億
一
千
四
百
六
十
九
万
円

特
別
A
F討
で
一
隠
六
千
九
百
四
十
万
円
、
A
a
則
一
一
一
一
億
八
千
四
百
九
万
円
と
な
っ
た
。

.v、ら

一
、
新
町
建
設
の

自
標

あおお

荷札場

予算一覧(単位干附

歳入 歳出

?も

高主観 'z8弘

消防費 23 
労働重量 '2 '2 

予備費 o4 

言者を出金 o 1 

災害復|日銭 。
し
た
も
の
で
あ
り
、
畳
間
同
熔
の
確
立
と

そ
の
処
理
方
法
を
防
磁
に
す
る
た
め
の
一

も
の
で
、

ζ
の
機
関
の
活
動
に
先
立
つ
一

て
、
回
開
康
諮
問
決
の
間
活
慨
を
完
行
ず
る
必
一

委
が
あ
D
ま
す
。
全
国
連
合
会
と
し
て
一

は
こ
の
向
島
録
を
四
月
宋
ま
で
に
完
了
し
一

以
後
は
一
切
受
付
乞
行
な
わ
ず
代
理
揺
一

行
使
の
懇
務
を
負
は
な
い
方
針
で
す
。
一

夜
外
日
開
箆
嫡
償
誇
求
は
、
社
会
保
償
あ
一

る
い
は
援
護
処
憶
と
は
世
純
一
を
異
に
し
一

財
産
憶
は
そ
の
際
利
を
繍
認
じ
請
求
す
一

る
も
の
に
対
し
て
の
み
政
府
に
安
弘
い
一

の
議
務
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
一

充
分
認
識
理
鉢
さ
れ
る
必
妥
が
あ
る
わ
一

け
で
、
近
日
中
に
県
道
、
と
し
だ
実
額
調
一
一

査
(
個
人
)
を
行
な
っ
た
め
目
下
準
協
一
一

中
で
あ
h
u
ま
す
の
で
関
係
各
位
は
、
俊
一

航
年
月
日
、
帰
還
年
月
日
、
家
族
数
そ
一

の
他
に
つ
き
事
前
に
調
査
を
じ
て
お
か

れ
る
よ
う
希
議
し
て
い
ま
す
。

竣工前に卒業式挙行

ば
、
問
党
政
調
会
に
五
同
初
旬
在
外
問

題
針
問
題
対
策
特
別
護
員
会
が
発
足
す
る

と
の
こ
と
で
あ
D
、
な
を
安
る
二
月
二

十
三
日
に
は
在
外
町
内
陸
問
題
繍
員
連
腿

h
J
L司

袋
、
参
喜
一
九
五
包
)
が
持
活
し
づ

E
H川

本
県
か
ら
も
、
謀
、
書
先
生
誕
一
字
山

騒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
在
外
関
慶
一
円

問
題
が
国
陣
法
、
閣
内
法
お
よ
び
関
係
一
〈

諸
条
約
に
も
ま
た
が
h
u
、
内
轡
悶
に
も
『
ト

z'

嫡
償
額
の
上
に
も
複
雑
多
岐
に
亘
る
た
一

a

め
、
調
査
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
章
一

A
J

・&
U

一中体育館

写真は体育館での卒柴式 i

昨
年
十
月
に
着
工
さ
れ
た
、
待
裂
の
一

中
保
育
館
の
趨
設
工
事
は
、
安
藤
通
抽
出

線
認
会
社
の
手
に
よ
っ
て
着
々
す
す
め

ら
れ
、
三
月
一
怖
に
は
完
成
し
、
来
る

四
月
の
新
学
期
か
ら
い
よ
い
よ
制
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
D
ま
す
。

ζ
れ
に
さ
き
だ
ち
一
申
の
三
十
ハ
年
度

宮
中
策
生
四

O
E名
霊
感
る
宮
中
禁
誌
が
完

成
を
到
に
じ
て
表
る
三
月
十
九
日
全
校

生
徒
一
、
二
O
四
名
の
ほ
か
、
父
兄
は

じ
め
来
後
な

E
一
円
む
名
の
人
逮
が
一

堂
に
あ
つ
ま
り
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
母
校
を
あ
と
に
し
て
ゆ
く
卒
業
生

の
詰
君
は
、
せ
め
て
も
の
制
い
出
に
と

闘
激
の
陶
持
ち
で
近
代
的
で
回
る
い
俗

育
館
の
こ
れ
ま
た
新
し
く
購
入
し
た
ば

か
り
v

の
椅
子
に
践
を
か
げ
、
校
長
先
生

の
お
腕
い
の
母
国
製
ゃ
、
叩
封
印
闘
の
は
げ
ま

し
の
雲
隠
に
耳
を
傾
げ
て
い
ま
し
た
。

観
光
に
よ
る
交
化
都
市
の
慰
問
出
」
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
御
禁
知
の
よ

-
う
に
私
共
の
釘
で
は
、
第
}
目
以
観
察
と

只
今
か
ら
昭
和
三
十
九
年
度
の
新
予
算
一
し
て
産
業
と
農
業
と
あ
D
、
富
一
次

に
つ
い
て
説
聞
い
た
し
ま
す
。
一
襲
と
し
て
蓄
加
工
業
や
響
楽
な

ま
ず
六
段
町
の
新
し
い
町
づ
く
り
の
目
一
ど
あ
り
、
選
戸
一
次
一
階
菜
と
し
て
は
商
業

擦
は
な
ん
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
な
一
そ
の
他
一
般
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
訟
は
「
襲
と
一
翼
は
広
臨
床
の
第
一
一
次
襲
で
と

一
ざ
い
ま
す
が
、
六
前
町
の
符
残
な
立
地

一
条
件
と
し
て
こ
れ
を
併
立
し
、
こ
う
い

一
う
館
業
全
般
の
按
興
を
図
っ
て
ゆ
き
た

一
ぃ
。
釘
民
の
所
得
が
向
上
子
る
こ
と
は

一
当
然
の
回
擦
で
あ
れ

J

ま
す
が
、
し
か
し

一
そ
れ
と
同
時
に
つ
ま
り
泊
域
開
諸
と
平

一
行
し
て
、
交
佑
的
な
都
市
づ
く
り
が
行

一
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

醐
一
は
女
露
間
前
、
あ
る
い
は
環
燐
総
理

蔵
一
ど
が
宥
備
し
て
、
近
代
的
な
住
み
よ
い

円
H
u
n
-

型
地
域
が
実
現
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

オ
一
そ
う
し
た
塞
お
間
な
考
え
方
に
立
っ
て

鵬
一
予
算
を
編
成
し
た
、
事
で
あ
り
ま

で
一
す
。

融
一
一
一
¥
新
予
算
の
規
槙

一
新
年
度
の
予
算
は
一
一
般
会
計
で
二
億
一

一
千
四
百
六
十
九
豆
一
千
円
、
持
別
会
計

一
で
は
国
保
事
業
が
四
千
一
一
一
百
万
円
、
水

一
道
事
業
で
は
一
偲
二
千
六
百
万
円
で
あ

hu
ま
す
。
一
般
会
計
で
は
前
年
度
の
当

初
予
算
一
偲
八
千
五
百
万
円
に
出
し
、

土
ハ
%
の
伸
び
で
あ
り
、
三
十
七
年
度

と
三
十
八
年
度
と
の
当
初
予
算
の
出
二

/ 



(2) 

わ
た
し

q

達
の
磯
ぶ
し
を

い
つ
ま
で
も
保
存
し
よ
う

雪

地

」

の

記

念

碑

急

援

喪

主

あ

り

多

彩

な

催

し

も

の

も

く

ま

れ

て

お

大

宮

果

し

た

あ

と

の

隊

員

の

人

連

に

コ

サ

イ

レ

ン

の

逮

腕

吹

鳴

)

起

き

れ

一

単

行

毎

年

五

月

十

五

日

議

鳴

り

の

一

り

占

ま

す

の

で

習

を

期

待

す

る

も

の

で

と

っ

て

は

、

ζ
の
一
本
の
牛
乳
は
喜
一
ま
す
の
で
正
ち
に
器
団
員
、
富

一

日

と

し

町

の

新

し

い

年

中

行

事

の

一

つ

一

す

。

ど

っ

童

話

喜

下

き

ょ

う

よ

か

っ

た

と

と

と

号

。

一

関

係

者

な

易

警

に

よ

り

窓

場

所

一

と

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

一

御

誘

い

い

た

し

ま

す

。

「

本

隊

に

帰

還

す

る

、

隊

員

衆

議

乙

一

に

そ

れ

ぞ

れ

轟

を

さ

れ

る

よ

う

に

し

一

乙

の

雲

宮

警

約

一

一

一

米

、

巴

米

一

言

詰

重

量

で

星

雲

閣

の

号

令

で

一

斉

に

車

に

分

乗

し

た

。

一

て

下

さ

い

。

一

五

。

の

ね

闘

号

室

実

現

を

象

徴

一

い

す

る

釘

長

)

「

自

震

の

皆

さ

ん

憲

司

と

昔

前

之

町

内

各

避

難

の

羽

田

明

も

の

で

ず

。

一

す

る

が

空

自

然

に

伎

を

あ

し

ら

っ

て

一

翼

節

ま

つ

り

の

行

事

。

一

つ

と

し

て

一

さ

ん

で

し

た

」

多

勢

の

審

議

鶏

に

一

明

湖

町

大

混

締

役

で
は
磯
節
の
お
こ
足
つ
い
で
述
ぺ
さ
一
い
る
診
し
い
石
で
石
材
鹿
で
も
繍
十
年
一
次
の
よ
う
な
磯
節
歌
詞
の
害
葬
祭
一
間
間
資
産
税
か
ね
て
よ
り
本
町
畑
地
善
悪
の

7
G
営
農
害
警
躍
進
す
る
計
樹
立
送
ら
れ
て
、
プ
ル

fず
審

議

し

て

、

二

丁

目

東

売

台

龍
一
…
一
…
白
河
一
柏
市
山
提
出
一
関
5
5

っ
て
御
一
の
伊
延
期
一
抑
制
一
凶
器
尚
一
あ
り
干
支
部
一
時
間
協
議
一
部

4
一日

こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
す
が
議
員
一
裏
さ
れ
て
お
ら
れ
る
有
名
な
詩
人
西
一

1
、

詩

の

思

議

の

宮

完

一

今

年

は

固

定

重

税

の

も

と

と

な

る

一

一

一

の

で

あ

る

。

一

蔵

前

、

上

宿

大

賞

小

学

校

、

言

師
連
の
号
し
て
煩
わ
れ
患
の
始
一
笑
十
先
生
に
震
い
た
し
ま
た
と
一
信
託
し
た
も
の
。
一
閏
慰
霊
の
蓄
え
の
年
に
あ
た
っ
一
野
間
約
時
間
一
括
一
軒
時
間
内
吋
喧
な
お
こ
れ
か
ら
発
生
霊
ア
慰
さ
れ
る
一
士
山

め
料
金
辺
竹
葬
が
漁
師
の
詰
を
一
こ
ろ
先
生
も
非
常
に
磯
節
に
興
味
を
も
っ
、
口
調
七
、
七
、
七
五
。
一
て
お
り
ま
す
が
、
言
語
の
決
定
十
日
、
緊
耕
作
雲
員
の
需
主
第
一
塁
一
一
審
議
題
二
台
風
、
つ
ま
、
夢

2亘
書

、

議

水

お

茶

雪

山

詰

問

い

日

間

ロ

日

間

一

し

軒

刊

誌

持

立

3r時

A
h
u唯
一

錯

誤

肝

駐

日

戸

一

審

号

、

出

悪

事

喜

一

第

一

一

翼

髭

審

小

野

喜

一

詰

日

開

時

抗

間

取

一

票

、

角

一

等

の

豊

富

ズ
ム
は
浪
の
う
ね
り
震
の
音
と
要
一
こ
の
よ
う
な
立
派
な
碑
者
殻
さ
れ
、
一
職
警
悶
記
す
る
こ
と
。
一
月
遅
ら
せ
、
集
毎
年
四
月
で
あ
っ
た
一
し
、
奈
農
協
パ
ン
タ
ム
都
と
し
て
亮
一
世
間
一
一
延
長
寺
住
川
上
滋
一
一

融
合
し
て
忽
ち
に
し
て
こ
の
銅
器
に
一
審
理
事
警
告
も
一
段
と
精
彩
一
4
、
応
募
先
寄
町
観
党
協
会
一
の
を
五
月
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
一
題
、
す
る
こ
と
足
り
ま
し
た
。
一
第
四
班
長
安

μ

関
富
一
一
二
三
一
二
一
一
同
一
二
三
一
一
三
一
二
三
一
二
一
一

詰

軒

語

計

一

日

明

持

司

き

一

5
十

刊

誌

-

訪

問

一

七

日

器

開

諮

問

一

品

忠

信

民

一

日

時

間

立

一

一

主

主

主

主

主

主

一

損
害
甚
だ
夏
で
あ
り
ま
し
た
o

一
惑
に
当
日
は
つ
つ
じ
綴
り
の
覇
王
宮
喜
一
納
期
内
に
必
ず
完
納
し
て
下
さ
い
。
一
ケ
一
事
の
霊
視
察
喜
一
一
の
薦
議
一
芸
-
大
波
書
パ
ン
タ
ム
質
管
問
場
一

hc
、
:A
‘}
a

h

こ
の
人
は
当
時
空
自
由
選
一

l

i

l

l

i

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

一

1
;、

i
(察

関

)

ビ

ニ

ー

ル

被

喜

一

戚

・

し

な

三

人

の

入

試

と

を
害
義
ず
る
と
必
ず
按
中
を
え
一

i
v

‘‘

:
i
v
'
・

i
l
l
b

恥

一

舵

ビ

ニ

ー

ル

覆

い

、

機

関

、

収

穫

と

一

川

町

、

三

コ

J
二
議

-

J

‘

・

1

a

i

憾

で

名

所

は

議

よ

一

で

努

闘

を

き

義

一

聖

慰

め

て

い

た

一

鳥

目

提

寵

J
Z司司
良

一

標

語

力

指

可

撃

を

、

?

:

;

九

三

台

一

大

品

親

交

ク

ラ

ブ

で

表

彰

?

ほ

の

ぼ

の

と

7
2お

り
ま
す

i一
教

女

持

軍

L
，

zt詔一持
諸

島

笹

川

ム

11m一
奇
襲
安
グ
ラ
ブ
で
は
こ
の
ほ

J
2
3
2

山

一

時

間

諮

問

部

一

危

険

に

さ

ら

さ

れ

た

漁

船

群

一

諸

問

時

一

轍

騒

欝

一

訪

問

喜

一

問

一

語

諮

問

罪

京
阪
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

2
7
1
1

一

自

衛

隊

の

出

動

て

無

事

一

錦

町

信

号

一

階

鱗

騨

組

一

目

持

続

主

計

一

時

日

間

1

下院

自
選
さ
れ
普
及
員
た
お
こ
一

Fこ
こ

人

先

輩

の

主

主

一

」

3
7

一

塁

裏

書

す

る

た

め

豆

三

被

志

盤

機

一

し

妥

Eし
た
、
そ
の
入
た
ち
と
一
粛
に
ド
ッ
サ
リ
宮
ん
で
、
水
戸
ま

、
っ
た
い
品
識
が
つ
く
ら
れ
第
一
量
産
で
あ
る
重
機
智
受
け
継
い
一
言
一
一
月
七
臼
悶
昔
、
雲
量
週
一
半
に
入
っ
て
か
完
量

p
fて
一
壌
の
の
ち
陸
ち
に
本
隊
に
語
、
機
動
一
四
つ
万
円
高
上
告
書
習
を
設
一
斗
と
み
が
一
離
職
麟
鰍
一
は
・
/
一
で
一
冗
気
よ
く
商
い
に
出
て
ゆ
ぐ
富
さ

昨

日

前

詰

日

目

一

匹

関

与

野

否

認

揺

れ

げ

ぁ

パ

一

時

訪

日

正

時

一

日

諮

問

詰

酢

一

i
zに警
な

る

喜

一

一

丸

副

議

機

。

日

な

い

?

一

UHけ

い

ね

い

時

手

。

i
i子宅
1
1字

、

i
iし工

ζ
。

一

に

待

つ

こ

と

宏

事

、

勝

田

g
l
i
t
z
y
-
K鰯議
一

2
1
1
7
3と図
書

て

だ
く
し
逮
は
せ
め
て
磯
節
の
き
そ
一
あ
げ
て
機
関
ま
つ
り
そ
実
施
す
る
こ
と
一
な
い
高
浪
の
童
に
び
っ
く
り
し
た
。
一
気
警
か
ら
も
関
係
庁
よ
名
何
等
の
一
精
議
防
護
プ
ル
?
ザ
エ
一
酉
Z
A
-
-
=
一
三
一
一
一

Z

一一一一一三=一一一一三一一一一一===一三一一三z===一三一一一三一三一一一一一言一一一三一三一=主主主一一三
F

一
翼
事
実
居
住
ん
で
い
る
自
一
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
翼

ら
い
は
常
識
的
に
も
知
っ
て
お
き
た
と
に
な
幻
奈
の
景
勝
の
酬
把
握
襲
一
八
日
早
朝
か
ら
次
第
に
預
れ
は
じ
め
俊
一
撃
車
内
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
は
一
議
し
た
超
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
一
の
命
令
一
か
深
夜
襲
が
開
始
さ
れ
た
与
の
如
き
霊
童
呈
す
る
に
会
っ
た
。
一
語
さ
ん
は
、
い
ま
か
ら
十
五
年
前
町
一
学
校
の
成
害
警

一
新
の
台
風
陣
争
上
廻
る
露
で
あ
っ
た
一
塁
実
要
望
す
る
隊
員
お
よ
そ
一
防
災
の
や
り
方
は
費

5
c
mに
直
一
作
費
始
よ
り
約
一
時
間
、
震
と
し
一
の
衛
生
協
会
の
潜
襲
さ
ん
に
語
、
一
嬰
耳
目
区
に
住
み
、
と
ん
ど
中

一
海
岸
一
帯
に
現
か
れ
て
い
る
基
漁
船
一
お
お
が
そ
れ
ぞ
れ
箪
に
暴
雪
よ
一
品
船
の
箇
高
に
砂
防
を
暴
し
高
古
豪
、
訓
練
さ
れ
た
震
な
技
術
と
そ
の
ま
じ
め
な
駒
警
是
認
め
ら
れ
一
学
一
一
一
年
生
に
な
っ
た
関
根
敬
語
は
、

官
、
早
く
か
ら
荒
れ
狂
う
霊
に
関
へ
一
望
し
た

Q

偵
察
隊
の
詰
な
望
日
L

一
夜
の
襲
撃
雪

2す
る
も
の
で
あ
一
塁
、
き
び
き
び
と
し
た
隊
員
の
作
業
一
一
作
年
七
月
堅
議
場
紫
色
み
焼
却
一
了
度
七
年
前
に
お
父
え
に
先
立
た
れ

一
て
安
全
曹
に
雪
上
げ
ら
れ
て
あ
っ
一
審
い
て
、
既
に
間
隔
が
樹
て
ら
れ
た
ら
す
。
な
ぎ
さ
義
兵
浪
、
宮
に
欧
ぶ
り
に
、
車
交
差
是
震
の
一
場
着
実
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
一
兄
さ
ん
の
儒
之
さ
ん
(
現
在
中
学
校
不

一
だ
が
商
建
設
の
た
め
奈
の
ピ
ー
チ
一
し
い
o

国
ち
に
大
隊
長
以
下
斡
堅
調
一
え
る
白
伎
の
す
さ
ま
し
い
玄
室
、
=
ニ
声
義
ら
す
ば
か
り
l
l

一
村
山
さ
ん
の
仕
事
ぷ
り
は
、
火
事
内
一
雲
水
一
戸
宮
自
動
車
修
事
普
通

一
パ
レ
ス
下
(
滋
称
さ
ら
し
)
地
区
に
移
一
理
察
行
は
れ
、
提
案
の
震
一
台
の
ブ
ル
ト

1
7の
爆
音
と
選
手
4
る
み
る
う
ち
に
高
ま
一
げ
に
お
よ
ぶ
士
会
清
掃
務
と
ん
は
語
、
襲
安
一
致
)
と
夏
季
、
鮮
急
付
商
を
し
て

一
転
し
て
い
る
量
二
十
四
言
、
回
下
一
り
と
方
禁
裏
表
、
中
、
小
隊
長
一
し
裂
の
六
器
産
、
ち
な
が
ら
戦
志
の
防
筆
者
か
れ
た
q

で
響
楽
も
苦
に
も
せ
ず
、
手
が
空
い
た
一
一
議
命
働
い
て
お
ら
れ
る
お
雪
ん

一
工
事
中
の
ピ
ー
チ
パ
レ
ス
の
震
に
は
一
事

t

一
「
こ
ん
な
ら
も
っ
心
配
は
な
い
、
よ
か
十
と
き
は
、

2器
官
季
五
み
一
の
手
伝
い
、
森
さ
ん
の
問
倒
喜

一
ば
ま
れ
後
退
不
能
と
す
、
夜
に
入
ユ
関
竺
っ
た
、
助
か
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
で
ん
な
と
一
し
ょ
に
と
み
請
に
専
念
す
一
な
が
ら
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
中

一

て

警

荒

れ

狂

う

高

浪

の

た

め

、

漁

民

一

額

二

乏

で

る

な

ど

、

一

心

不

乱

に

立

働

い

て

い

ま

一

学

に

入

っ

て

か

ら

家

の

収

入

を

助

け

よ

一

必

君

臨

作

業

も

そ

の

塁

な

く

、

一

額

二

芸

い

た

実

裂

を

つ

ま

ら

せ

な

子

。

そ

の

襲

さ

と

努

カ

に

は

誌

で

も

一

う

と

ヨ

ー

グ

ル

ト

の

回

途

役

は

じ

め

、

一

蹴

も

危

険

な

霊

長

交

っ

た

。

一

騎

こ

か

ら

錐

に

い

う

と

な

ぐ

叫

ん

で

い

た

。

一

心

雲

間

押

し

て

い

ま

す

。

一

喜

一

一

一

待

問

題

き

て

ま

ず

節

襲

撃

一

国

と

か

ら

現

地

に

か

け

っ

と

融

機

ご

「

作

業

止

め

1
各
喜
望
遠
路
上
に
一
@
震
の
雪
却
す
一
せ
、
そ
れ
か
ら
雪
量
を
し
て
襲

一

僚

が

と

っ

て

い

た

加

静

止

一

関

竺

雲

さ

伝

会

飛

ん

で

作

業

は

終

了

一

事

一

つ

で

家

庭

笈

へ

る

一

震

で

の

震

も

雲

、

特

に

義

震

豆
大
な
季
語
、
雪

t
機

ご

し

た

。

機

械

買

の

徴

収

、

雲

、

人

一

気

丈

な

宕

田

訟

や

さ

ん

一

員

会

、

著

書

楽

の

ク

ラ

ブ

富

の

一

報

す

る

と

と

も

に

勝

回

目

制

一

群

…

一

塁

持

活

発

な

隊

員

の

行

動

に

は

見

一

概

慎

前

聞

神

間

五

区

の

岩

田

志

や

さ

ん

一

リ

ー

ダ

ー

と

し

て

霊

前

に

臨

し

、

一

室

請

し

た

。

一

湿

ざ

る

も

の

を

し

て

何

か

ス

ー

と

し

た

も

の

一

は

、

毎

回

目

蓄

菜

一

戸

方

面

に

魚

の

妄

悪

意

で

の

害

警

も

立

派

で

一

一

側

総

こ

を

綴

じ

さ

せ

な

い

で

は

お

か

な

い

。

一

商

い

に

出

か

け

て

ゆ

き

ま

す

。

一

み

ん

な

か

ら

「

敬

ち

ゃ

ん

、

敬

ち

串

一

事

実

で

あ

る

と

謀

臥

議

ず

し

て

議

、

色

乳

の

ピ

シ

が

全

長

に

は

十

年

以

ま

病

気

で

臥

し

て

い

一

合

と

Eれ
て
い
ま
す
。
宅

一
判
官
、
午
後
九
時
十
分
小

y

一

塁

吋

一

隊

員

に

即

ら

れ

た

。

精

一

杯

の

富

作

る

身

体

重

自

の

室

長

さ

ん

を

か

一

も

関

心

な

敬

三

ん

の

こ

と

は

桜

一

一

亀

裂

懇

話

、

現

状

ぷ

一

一

一

い
h

e

l

一
禦
h
r
h

完
結
し
、
時
間
給
ぞ
海
疎
か
ら
守
る
一
か
え
な
が
ら
、
}
人
娘
の
と
く
さ
ん
を
一
と
し
て
隊
め
な
い
警
は
あ
り
ま
せ
ん

6
、
有
香
醐
開
閉
ま
つ
り
(
豆
月
十

宜
日
大
洗
一
中
体
自
円
館
)

7
、
関
金
入
選
五
名

各
二
、

c
o
C円

佳
作
十
名

各

五

0
0円

省
力
と
増
収
を
期
し
て

食
料
と
う
も
ろ
こ
し

昭和39梓 4月20目

四
へ
ク
タ
ア
ー
ル
試
作

し、らあお自喝

川
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
が
一
感
て
る
仕
事
を
度
と
こ
ん
な
事
故
が
飽
き
な
い
毛
フ
ケ
一
ガ
を
し
た
。
ド
を
採
っ
た
た
め
間
間
四
時
間
叩
亡
。
山

川
し
て
い
る
う
ち
に
、
高
圧
線
に
ア
ジ
狩
習
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
。
井
一
戸
の
m
V
管
が
剖
引
き
上
げ
て
い

O
木
の
伎
が
筒
線
の
邪
腐
に
な
る
山

川
テ
ナ
の
支
線
が
ふ
れ
て
戚
筒
宛
亡
し
。
関
電
事
故
例
る
う
ち
、
鉄
骨
自
の
先
が
高
原
線
に
ふ
の
で
こ
れ
を
切
っ
て
い
る
訴
中
、
高
山

川
た
わ
戸
、
厳
近
で
改
筒
線
に
ぶ
ら
下
つ

O
テ
レ
ピ
ア
ン
テ
ナ
伊
一
慰
て
る
と
れ
一
人
が
亡
く
な
り
ご
入
が
大
・
庁
一
ガ
皮
畑
町
に
ふ
れ
木
か
ら
転
怒
し
て
大
ケ
川

川
て
い
る
フ
ク
ロ
ウ
を
照
ろ
う
と
し
て
き
支
輔
が
高
庄
鞭
に
織
れ
て
感
居
剛
宛
を
し
た
。
ガ
を
し
た
。
川

川
電
位
に
の
ぼ
h
u
S
γ
ボ

ル

ト

の

高

座

亡

。

ー

の

径

の

換

や

セ

ミ

、

小

鳥

な

ど

を

O
小
さ
い
子
供
が
こ
わ
れ
た
ラ
ジ
川

伽

線

に

ふ

れ

感

時

聞

大

げ

が

を

し

た

等

々

オ

ア

1
ス
を
つ
か
ん
だ
と
ζ
ろ
ア
1

川

辺

量

産

あ

と

を

絶

ち

ま

せ

ん

。

檀

策

事

故

を

な

く

し

ま

し

ト

言

語

に

漏

電

し

て

い

た

た

め

大

ケ

ニ

川

腐

矯

事

故

は

一

寸

し

た

不

役

割

田

ゃ

、

を

し

た

。

山

川

好

奇

心

仇

ら

お

ぞ

い

る

も

の

が

大

あ

ぶ

な

い

ノ

・

電

柱

登

り

や

す

撃

に

い

と

ま

な

い

ほ

ど

事

山

川
部
分
で
す
o
Eし
い
埼
気
知
識
と
、

e

事
起
き
て
い
ま
す
。

山

危

ぷ

な

い

と

こ

る

に

は

近

寄

ら

な

い

電

線

近

く

で

の

、

お

仕

事

電

管

は

絶

対

琵

ら

な

い

ぷ

う

に

し

一

川

こ

と

さ

え

守

れ

ば

完

全

に

防

ぐ

こ

と

ま

し

ょ

う

。

震

の

近

く

で

仕

事

乙

川
の
で
き
る
害
事
放
を
、
お
互
い
の
員
管
室
そ
う
と
し
て
よ
取
る

2
し
て
震
に
登
左
中
学
す
る
と
き
は
万
一
震
に
ふ
れ
で
も
…

川
注
溜
で
撲
滅
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
ど
ン
関
根
に
の
ぼ
D
、
筒
線
(
一

(UO
生
が
亡
く
な
っ
た
hu
大
ケ
ガ
を
し
た
大
丈
夫
と
い
う
傑
殺
施
設
を
爽
筒
会
山

川
う
し
た
ら
防
ぐ
ζ
と
が
で
き
る
で
し
ボ
ル
ト
)
に
ふ
れ
て
死
亡
。
り
し
て
い
る
。
位
で
や
つ
を
れ
ま
ず
か
ら
近
く
の
山

川
ょ
う
か
。
ζ

こ
に
二
五
年
の
間
に

O
ベ
ジ
キ
謹
さ
ん
が
、
ペ
ン
キ
を

O
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
豪
閣
議
会
社
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。
…

起
き
た
照
穏
額
放
を
7
占

hu
か
え
hu
一
一
塗
一
っ
て
い
る
，
っ
ち
に
岬
曲
線
に
ふ
れ
大
で
痛
ん
で
い
る
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
コ
1
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